
保存版第3期ひっとプラン港北（平成28～32年度） 綱島地区計画



人口、世帯数などの状況     （平成 27 年 9月末現在）　　　 　年齢別人口の現状と見通し

●今までの取り組み　

１期、２期計画を通じて、災害時要援護者支援の取り組みに力を入れてきました。それに加えて２期計
画から、ホームページや広報紙による情報発信、身近な場所での交流の場（サロン）づくりに取り組ん
でいます。

●地域の現状と課題
交通の便の良さなどから、今後も若い世代の転入が予想される地区です。新旧を問わず多くの住民に地
域とのつながりを持ってもらうことが課題です。

●今後の方向性
多くの住民に地域への愛着を感じ、活動に参加してもらうため、まちの魅力を発信し、身近な場所での
交流を活発にしていきます。

◆ ２期計画までの取り組みと 3 期計画の方向性

自治会町内会や地区社会福祉協議会、各活動団体が、計画に基づいて推進を行い、地区計画推進委員会で
その状況を共有します。
地区計画推進委員会は、各活動団体や学校、施設等の代表者で構成し、地区計画の進ちょく状況の確認や
振り返り、今後の方向性を検討する他、一部の事業を実施します。

◆ 計画推進の体制・振り返りの方法

東横線沿線の共同住宅が多い住宅地です。地区の中央に綱島駅、南側は鶴見川に面しています。
今後数年の間に、新綱島駅周辺の整備と企業跡地の開発が予定されており、町は大きく変わ
ります。

交通の便がよく、港北区の中では若い世代が多い地区です。居住歴が 10 年未満の人が約 60％を
占め、平均世帯人数は区の平均を下回っています。人口、世帯数の緩やかな増加傾向は今後も続き、
特に 20 歳代は転入による人口の多い状態が続きます。現在の 30 ～ 40 歳の人口は少しずつ減少
しながら高齢化していきます。

地域で多く開催される行事やイベントを通じた住民同士の交流に取り組んでいます。

地区の概況 

人口等の特徴

福祉保健活動の
状況

◆地区の概況
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「ひろがる」「つながる」「とどく」は、理解と参加の「ひろがり」による活発な地域づくり、
人の「つながり」で進める安心なまちづくり、支援が「とどく」仕組みづくり、の３つの
計画推進の柱を表しています。

◆ 具体的な取り組み

住民交流を通して顔の見える関係づくりを進めます

地域が子どもを見守り、
子どもたちのふるさとになる地域づくりを進めます

● 多くの住民に、行事や地域活動への参加を促します。
・誰でも参加しやすい行事等にするため、運営やＰＲ方法を工夫します。
・単位町内会や周辺自治会合同の企画、イベントを充実します。
・子ども会や老人会等と自治会町内会が連携を強化します。
・自治会町内会、老人会や子ども会の活動を充実し、多くの住民の加入を促します。

● 身近な場所で交流できる場所を増やしていきます。
・サロン（ふれあいの家、ふれあいサロン）活動を継続し、充実します。
・体操やウォーキング、ラジオ体操など、健康づくり活動を通した交流を充実します。
・趣味の活動を通した仲間づくりを進めます。

● 子どもたちの地域行事や町を知る活動への参加を促し、地域への愛着心を高めます。
・子どもの興味をひくような地域活動の企画、運営に取り組みます。
・子どもが企画、活躍する行事等を検討します。

● 学校と連携して子どもと地域をつなぎます。
・学校を通して、子どもや保護者への行事参加、地域理解への働きかけを行います。
・学校と連携して住民交流の場（機会）をつくります。

● 子育てにやさしく、住み続けたいまちづくりを進めます。
・ 町ぐるみで子育てを支えていくことついて、様々な機会を捉え、発信や働きかけを行います。
・子育て世帯が気軽に参加できる場、機会を増やしていきます。
・小さな子どもがいる世帯が参加しやすいよう行事等の運営を工夫します。

住民が地域や互いの人を理解し合い、ささえあう風土をつくります
● 地域の活動に関する情報を発信し、より多くの住民へ理解を促します。

・ホームページや「綱島ひっとプランニュース」などの広報を充実します。
・対象者や自治会町内会の規模にあわせて、より有効な情報伝達方法を検討します。

● 支援が必要な人への理解を深め、年齢や障がいの有無に関わらず過ごせる場を増やします。
・障がいや認知症などを理解する啓発講座を開催します。
・障がいがあっても参加しやすい地域行事等の工夫をし、参加を促します。
・障がい児者の居場所づくりや余暇支援の取り組みを検討します。

日頃の活動から支援が必要な人を把握し、支援につなげます
● 自治会ごとに災害時要援護者支援の仕組みづくりを進めます。

・自治会町内会と民生委員等が情報共有する場をつくります。
・隣近所と顔の見える関係をつくっていくことの大切さについて、住民の理解を深めます。

● 地域の福祉活動を通した見守りを充実します。
・交流の場づくりや福祉活動を通した緩やかな見守りを継続します。
・認知症高齢者や障がい者、子育てや介護を行っている人に対して地域でできる支援を検討

します。

綱島地区計画
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平成 28年 3月

● 「ひっとプラン港北」に関する問い合わせ ●
港北区福祉保健課事業企画担当
　TEL　045-540-2360　　FAX　045-540-2368
　E メール　ko-fukuhoplan@city.yokohama.jp

港北区社会福祉協議会
　TEL　045-547-2324　　FAX　045-531-9561
　E メール　info@kouhoku-shakyo.jp

● 地区の活動に関する問い合わせ ●
綱島地区社会福祉協議会
　TEL　070-2209-2000　

樽町地域ケアプラザ
　TEL　045-532-2501　　FAX　045-533-0025

港北区社会福祉協議会
　TEL　045-547-2324　　FAX　045-531-9561




